
今回は、日本霊長類学会大会・高校生ポスター発表についての報告です。 

◇ ７月１６日 日本霊長類学会大会・高校生ポスター発表（福島県福島市）                       

７月１６日（日）、福島市のコラッセ福島で日本霊長類学会大会が開催されました。関高校自然科

学部の霊長類研究チーム５名（２・３年生）は、昨年に引き続き、東山動物園のゴリラ群の個体間関

係についての発表を行いました。この１年、前チームの研究を引き継ぎつつ、新しい切り口でゴリラ

の成長や社会構造の変化を追いました。専門家の先生方からは、具体的な助言や激励の言葉を数

多くいただきました。 

 

＜生徒の感想＞  

今回の学会発表で、僕は多くの貴重な体験を

することができました。 

午前中には、研究者の方々による学会発表を見

る機会がありました。どの人も黙々ととても真

剣に発表を聴いていて、その雰囲気に圧倒され

ました。観客席にこれまでの活動を通してお話

を聴いたことのある研究者の方々がいたり、い

つもお世話になっている教授が司会をしていた

りして、改めて自分たちがすごい人達のご指導

を受けていたのだと実感しました。また、外国

の研究者の方が英語で発表される場面もありましたが、誰もが何も変わってないかのように日本

国の発表の時と同じように聴いていて、さっきまで日本語で話していた方々が突然英語で質問す

るようになり、研究者にとって英語が話せるというのは当たり前なんだと驚きました。 

昼には昼食を食べながら、自分たちと同じように霊長類を研究している高校生や研究者の方々

と交流しました。研究者の方々からは研究や大学などについての興味深いお話を聴けたり、高校

生同士の話では共感できることがたくさんあって面白かったです。 

午後には自分たちの研究を研究者の方々の前で発表しました。いつも読んでいたゴリラの本の

著者の方や憧れの大学で研究している方々が来てくださったりして、とても嬉しかったですが、

それ以上に緊張しました。しかし、そのような憧れの方々に、自分たちの研究したことを伝えた

いという一心でなんとか発表しきることができました。その結果、思うように伝えることができ

ず悔しい思いをすることや厳しいお言葉をいただいたりすることがありましたが、研究内容を否

定されるようなこともなく、多くの方に研究内容を認めてもらうことができ、自分としては満足

できるような発表ができました。 

この学会発表を通して、高校生という立場で研

究者の方々に自分たちの研究成果を見てもらう

という素晴らしい体験をすることができました。

また、この研究全体を通して、思うように結果が

でない研究の難しさ、仲間とともに議論を深めて

答えに近づいていく研究の楽しさなど、何かを研

究することがどんなことものなのかということ

を学ぶことができました。この経験をバネにして

大学でも研究を続けていきたいです。そのために

まず勉強をがんばります。 
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